
『ごみから考える、小竹町の未来』『ごみから考える、小竹町の未来』

 町長に就任して 4 年度目を迎え、小竹町の未来へ向けての思いや動きを発信してまいります。 町長に就任して 4 年度目を迎え、小竹町の未来へ向けての思いや動きを発信してまいります。
 感想をお寄せください。ともに小竹の明日を築いてまいりましょう。 感想をお寄せください。ともに小竹の明日を築いてまいりましょう。
 Vol.9 は、『第 1 回 ごみ処理施設をつくる、その前に』（全 4 回）です。 Vol.9 は、『第 1 回 ごみ処理施設をつくる、その前に』（全 4 回）です。

町長コラム町長コラム

 私たちが毎日の暮らしの中で出している『ごみ』。ごみ
袋に入れて収集場所に出せば、私たちの目の前からはな
くなります。しかし、ごみそのものがなくなるわけでは
ありません。収集され、運ばれ、施設で処理され、その
ために多くの費用がかかっています。
 現在、私たちの地域では、令和 14 年度の供用開始に
向け、ごみ処理施設の更新という大きな課題を迎えてい
ます。
 新しいごみ処理施設は、これから 20 年、30 年と長い
期間にわたって使っていくことになります。だからこそ、
施設をつくることを考える前に皆さんと一緒に考えたい
ことがあります。それは、「これから私たちは、どれくら
いのごみを出す町でありたいのか」ということです。小
竹町では、令和 6 年度のごみ排出量が、住民 1 人 1 日あ
たり 761g でした。これは、全国平均の 839g、福岡県
平均の 873g と比べると少ない量です。
 これは、町民の皆さんが日頃からごみの分別や減量に

取り組んでいただいている成果の 1 つだと考えています。
 『これからも、これまでと同じ量のごみを出し続け、そ
れを処理できる施設を整備するのか。それとも、ごみそ
のものを減らし、将来必要となる施設の規模や処理にか
かる費用をできるだけ抑えていくのか。』
 新しい施設をつくれば、建設費だけでなく、その後の
維持や運営にも長い期間にわたって費用がかかります。
その費用を負担するのは私たちだけではありません。こ
れから小竹町で暮らしていく子どもたちや次世代にも関
わってきます。だからこそ、施設をつくる議論と同時に、
「そもそもごみを減らすことはできないだろうか」という
ことも考えていく必要があります。ごみの問題は、環境
だけの問題ではありません。町の財政、そして将来世代
への負担にもつながる問題です。
 これから全 4 回にわたり、ごみについて皆さんと一緒
に考えていきたいと思います。次回は、『私たちは、いっ
たい何を捨てているのか』をテーマに考えます。

～わんわんパトロール隊員を募集しています～
問企画調整問企画調整課コミュニティ支援係☎６２課コミュニティ支援係☎６２－－１２１４１２１４

 わんわんパトロール隊とは、犬の散歩をしなが
ら、防犯の視点でまちを見守る活動です。無理の
ない範囲でご参加ください。
▶対象者
①�当該年度の狂犬病注射済みの犬および本町に住
所を有する 18 歳以上の飼い主であること。
②�散歩のときには必ずリードをつけ、ふんを持ち
帰ることなど、犬の散歩のマナーを守る飼い主
であること。
▶パトロールグッズの交付
 登録者にはパトロールグッズ（オリジナルサコッ
シュ）を交付します。
※デザインは表紙をご覧ください。
▶活動内容
①�防犯パトロールは、登録者の日常における犬の
散歩に併せて行うものとします。
②�前項の散歩をするときは、交付を受けたパトロー

ルグッズを犬または登録者が着装するものとし
ます。
③�散歩中に不審者、不審車両等を見つけた場合に
は、警察【110 番もしくは直方警察署（☎２2ー
0110）】等に速やかに情報提供するものとしま
す。
④�パトロールは、あくまで日常の犬の散歩の延長
であり、パトロール中のけが、トラブル等につ
いては自己の責任とします。
▶申請書類
▷小竹町わんわんパトロール隊登録申請書（様式1）
▷狂犬病予防注射の登録済書▷狂犬病予防注射の登録済書
▷犬の写真（データも可）▷犬の写真（データも可）
▶提出方法▶提出方法
  窓口またはメールにて提出窓口またはメールにて提出
 企画調整課コミュニティ支援係（役場本館 2 階） 企画調整課コミュニティ支援係（役場本館 2 階）
 E-mail：kyodo@town.kotake.lg.jp E-mail：kyodo@town.kotake.lg.jp
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